




















































2
、
占
領
改
革
で
の
一
つ
の
テ

l
マ
は
、
自
国
民
中
心
主
義
の
克
服
だ
っ
た
と
い
え
る
が
、
そ
れ
は
未

完
の
改
革
に
終
わ
っ
た
。
そ
し
て
、
主
権
回
復
後
に
再
開
さ
れ
た
戦
争
犠
牲
者
援
護
政
策
は
、
「
国

籍
条
項
」
に
よ
っ
て
自
国
民
中
心
主
義
を
旨
と
し
、
そ
の
結
果
、
「
内
に
厚
く
、
外
に
薄

い
」
戦
後

補
償
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
大
蔵
省
は
、
「
高
度
成
長
期
に
入
っ
た
日
本
は
、
大
局
的
に
見
て
、
さ

ほ
ど
苦
労
を
せ
ず
に
賠
償
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
た
」
と
総
括
し
た
(
『
昭
和
財
政
史
』

一
九
八
四

年
)

3
、
こ
う
し
た
「
体
系
」
に
H

一
矢
H

を
放
っ
た
の
は
台
湾
人
元
日
本
兵
の
補
償
請
求
訴
訟
の
提
起
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
八
九
年
、
日
本
で
は
「
昭
和
」
が
終
わ
り
、
中
国
で
は
天
安
門
事
件
が
、

そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
が
崩
壊
し
た
。
韓
国
の
民
主
化
宣
言
、
中
国
の
改
革

開
放
政
策
、
東
西
冷
戦
の
終
結
を
受
け
て
、
一
九
九

0
年
代
に
入
る
と
、
日
本
の
政
府
や
企
業
を
相

手
と
す
る
戦
後
補
償
裁
判
が
相
次
い
で
提
起
さ
れ
た
。

4
、
欧
米
で
も
、
「
過
去
の
克
服
」
へ
の
取
り
組
み
は
進
め
ら
れ
て
き
た
。
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
は
、

日
系
人
強
制
収
容
問
題
に
つ
い
て
、
「
補
償
と
公
式
謝
罪
」
を
実
行
に
移
し
た
こ
と
は
周
知
の
通
り

で
あ
る
。
戦
後
四

O
周
年
に
あ
た
り
、
「
過
去
に
眼
を
閉
ざ
す
も
の
は
、
現
在
を
も
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
」
と
説
い
た
の
は
西
独
(
当
時
)
の
ワ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
!
大
統
領
で
あ
っ
た
。
西
独
で
は
、
一

部
、
企
業
に
よ
る
強
制
労
働
者
の
補
償
が
進
ん
で
い
た
が
(
和
訳
『
奴
隷
以
下
|
|
ド
イ
ツ
企
業
の

戦
後
責
任
』
凱
風
社
、
一
九
九
三
年
)
、
ド
イ
ツ
統
一
後
、
そ
れ
は
さ
ら
に
拡
大
し
、
九
九
年
一
二

月
、
ド
イ
ツ
政
府
と
企
業
は
合
わ
せ
て

一
O
O
億
マ
ル
ク
の
基
金
を
創
設
し
、
強
制
労
働
者
の
補
償

に
あ
て
る
こ
と
に
し
た
。

5
、
五

O
件
を
越
え
る
戦
後
補
償
裁
判
も
か
な
り
進
行
し
、
韓
国
人

B

C
級
戦
犯
国
家
補
償
請
求
事
件

戸

h
d
q
L
 



で
は
、
九
九
年
二
一
月
に
最
高
裁
判
決
が
下
さ
れ
た
(
棄
却
)
。
し
か
し
、
司
法
府
が
問
題

の
所
在

を
指
摘
し
、
前
述
の
よ
う
に
在
日
の
、
戦
傷
軍
属
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
立
法
案
が
国
会
に
提
案
さ
れ

た
。
唯
一
の
部
分
勝
訴
判
決
が
、
九
八
年
四
月
、
山

口
地
裁
下
関
支
部
で
言
い
渡
さ
れ
(
立
法
不
作

為
に
よ
り
、
元
慰
安
婦
に
各
三

O
万
円
の
支
払
い
を
命
じ
た
)、

去
る
四
月
一

O
日
、
民
主
党
に
よ

っ
て
「
戦
時
性
的
強
制
被
害
者
問
題
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
法
律
案
」
が
参
議
院
に
議
員
提
案
さ

れ
た
。企
業
を
相
手
と
す
る
裁
判
で
は
、
九
七
年
九
月
、
新
日
鉄
が
、
九
九
年
四
月
に
は
日
本
鋼
管
が
、

そ
れ
ぞ
れ
韓
国
人
元
徴
用
工
と
の
間
で
和
解
解
決
を
見
て
い
る
。
九
九
年
九
月
、
東
京
高
裁
は
鹿
島

花
岡
事
件
に

つ
い
て
和
解
を
勧
告
、
一

二
月
に
は
原
告
の
み
で
な
く
、

全
体
解
決
の
た
め
の
受
け
皿

を
中
国
紅
十
字
会
が
受
諾
し
た
こ
と
か
ら
、
新
段
階
を
迎
え
て
い
る
。

6
、
従
来
か
ら
政
府
は
、
平
和
条
約
及
び
二
国
間
協
定
で
解
決
ず
み
(
除
、
台
湾
、
北
朝
鮮
)
と
し
て

き
た
が
、
元
外
務
次
官
の
須
之
部
量
三
氏
は
、
外
務
省
の
広
報
誌
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
こ
れ
ま
で
の
一
連
の
戦
後
処
理
を
考
え
る
と
、
日
本
の
経
済
力
が
本
当
に
復
興
す
る
以
前
の
こ
と

で
、
ど
う
し
て
も
日
本
の
負
担
を
『
値
切
る
』
こ
と
に
重
点
が
か
か
っ
て
い
た
。
い
ま
と
な
っ
て
み

る
と
、
条
約
的
・
法
的
に
は
た
し
か
に
済
ん
だ
け
れ
ど
も
、
何
か
釈
然
と
し
な
い
。
不
満
が
残
っ
て

し
ま
う
。
そ
の
へ
ん
が
、
今
後
と
も
日
本
の
国
格
あ
る
い
は
『
国
徳
』
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
が
望

ま
れ
な
が
ら
出
て
こ
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
の
で
す
」
(
『
外
交
フ
オ

l
ラ

ム
』
九

二
年
二
月
号
)
と
。

三
権
の
一
角
を
占
め
る
司
法
も
、

浮島丸訴訟に関連する意見書[2000.6]

こ
の
発
言
に
耳
を
傾
け
て
ほ
し
い
。
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